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NEWS LETTER
新しい温泉地の過ごし方をみんなで考えよう
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温泉や温泉地に関する最近の取組について、ヒアリングしてきました！
温泉や温泉地に関する取組として４件を紹介します。コロナ禍でも新たな湯治のカタチを模索されています。

四万温泉 SHIN湯治 ｽﾊﾟｹﾞｽﾄﾊｳｽﾙﾙﾄﾞ 鳥羽温泉郷 扇芳閣

☛欧州ラドン温泉療法研究会では、欧州におけるラドン
温泉の健康増進や温泉療法の医科学的な研究成果に
ついて情報共有するための活動を展開している。
☛欧州におけるラドンの捉え方は、大きく分けるとドイツ語
圏とラテン語圏で異なる側面があると捉えている。ドイツ語
圏では安全性が担保されるのであれば積極的に活用し
ようという考えで、特に慢性的な炎症や痛みに対する効果
を期待して自然療法として受け入れられている。
☛一方、フランス、イタリア、スイスなどのラテン語圏では、ラ
ドンをあまり前面に出さないようにしながら、健康・美容など
の領域で賢く利用されている。
☛日本でも、欧州におけるこうしたラドン温泉活用のいいと
こ取りができないか。医療・健康・美容という領域において
ラドン温泉を活用することができれば、新たな経済を生
み出すことにつながる可能性もある。
☛そのためには、身体に対するラドン温泉のポジティブな影
響を示す研究が必要となる。例えば、ラドン温泉に入るこ

欧州ラドン温泉療法研究会 一里野高原ホテルろあん

☛一里野高原ホテルろあんでは、これまでワーケーションに取
り組んできた。長期滞在向けの宿泊プラン、農業などの体
験コンテンツづくりのほか、廃業した宿をコワーキング、シェア
ハウス、ゲストハウスから成る複合施設に改装するプロジェク
トも並行して進めている。
☛ワーケーションによって、心と身体のメンテナンスをしなが
ら温泉地に長く滞在するという、新しい湯治を展開できる
状況になった。そこに、サウナを組み合わせた「サウナ湯治」
があってもいいのではないか。
☛実は上流の斜面崩落による配湯管の破断により、１年
以上温泉が届いていない。復旧が見通せず厳しい状況で
あるが、当館ではテントサウナを設置することで新たな魅力
づくりに取り組んでいる。テントサウナは露天風呂に設置して
おり、外気浴は自然の中で楽しむことができる。大浴場はか
け流しの水風呂とし、水温は9度と16度の２種類用意して
いる。ロウリュは、地元の蒸留所で作ったアロマ水を使用して
いる。通が憧れる要素が揃っており、サウナ上級者を中心に
好評を得ている。

☛四万温泉の株式会社SRKは、新しい湯治のかたちとし
て「SHIN湯治」を掲げ様々な取組みを展開している。
「SHIN」には新、進、身、心、賑、神など様々な意味を
込めた。長く滞在をしながら、好みの食やアクティビティなどを
組み合わせて自由に時間を過ごせる、そんな新しい湯治
場としての温泉地を目指している。
☛そのために、宿のひとつとして展開しているのが「スパゲスト
ハウス ルルド」。廃業した旅館を改装し、ドミトリータイプの
宿として再生させた。長期滞在客向けにリーズナブルな価
格設定としているほか、温泉やカフェ、ライブラリ、キッチンス
ペースを備えている。温泉街を巡ることができるよう、1人乗
りEVの貸し出しも行っている。 5日程度のワーケーション客
もおり、今後メインの客層になるとみている。
☛四万温泉の課題は、交通の不便さ、情報の不足、旅館
ビジネスにある。交通はUberの導入に向けて動いている。

☛扇芳閣では、昨年からファミリー層向けのワーケーション
プランを提供している。ターゲットは未就学児を持つ家庭
で、託児と部屋食と専用風呂をセットにしている。また、客
室では仕事に集中できないため、レンタルモニター付きの仕
事部屋を別に用意している。更に、お子様の就寝後はゆっ
くりと過ごしてもらえるよう地ビールの提供も行っている。
☛ファミリーワーケーションでポイントとなるのが託児である。託
児サービスがあることで、仕事はもちろん、温泉や読書な
ど様々なことにゆっくりと時間を使うことができる。お客様の
満足度も高い。今後は、旅館として新たに託児所を開設す
ることも予定している。現在は保育士などの資格を持つスタ
ッフで対応しているが、今後は資格取得支援をしながら人
材を増やす。
☛弊社は「世界中の子育て家族から愛される上質な旅館
になる」をビジョンとしている。テレワークが普及したものの、
子育て世代のテレワークはかえって生産性が低くなるという情報については、食やアクティビテ

ィなどの情報をリアルタイムで提供
するアプリの開発を検討している。
旅館ビジネスについては自らの事
業を通じてうまくいく仕組み・ビジ
ネスモデルを示すことで、地域で
の変革を図りたいと考えている。

とで深部体温が高まるかどうか
といった、基礎的な研究成果
が不足している。会として、ま
ずはこのような研究から始めて
いきたい。

☛サウナは薪と水という自然の恵み
だけでできている。こうした自然に癒
されてまた頑張ろうと思える、そんな
湯治のかたちをつくりたい。

課題がある。近年増えているコ
ワーキングスペースの多くも1人
での利用を前提としている。社
会のニーズとしても、子育て世
代向けのサービスが必要であり、
旅館が貢献できると感じている。
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